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健
康
保
険
・
厚
生
年
金
保
険
の

加
入
も
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

健
康
保
険
・
厚
生
年
金
保
険
の

加
入
も
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

　
健
康
保
険
・
厚
生
年
金
保
険
の
適
用
事
業
所
に
常
時
使
用
さ
れ
、報
酬
を
受
け

て
い
る
人
は
、国
籍
・
年
齢
・
給
料
の
多
少
・
年
金
受
給
の
有
無
な
ど
に
関
係
な
く
、

健
康
保
険
・
厚
生
年
金
保
険
の
被
保
険
者
と
な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、適
用
事
業
所
に
使
用
さ
れ
て
い
て
も
、満
七
十
歳
に
達
し
た
人
は
厚

生
年
金
保
険
の
資
格
を
喪
失
し
、健
康
保
険
の
み
の
被
保
険
者
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、健
康
保
険
は
満
七
十
五
歳
に
達
す
る
と
資
格
を
喪
失
し
、後
期
高
齢
者

医
療
の
被
保
険
者
と
な
り
ま
す
。

　「一日
ま
た
は
一
週
間
の
勤
務
時
間
」お
よ
び「
一ヶ
月
の
勤
務
日

数
」が
、そ
の
事
業
所
で
同
じ
よ
う
な
仕
事
を
し
て
い
る一
般
従
業

員
の
お
お
む
ね
四
分
の
三
以
上
あ
る
場
合
は
、パ
ー
ト
従
業
員
も

被
保
険
者
と
な
り
ま
す
。

　た
だ
し
、日
々
雇
い
入
れ
ら
れ
る
人
や
季
節
的
業
務
に
使
用
さ

れ
る
人
は
、被
保
険
者
と
な
り
ま
せ
ん
。

　派
遣
さ
れ
た
先
で
就
労
し
ま
す
が
、派
遣
元
が
労
働
者
派
遣
契

パ
ー
ト
の
従
業
員
は

労
働
者
派
遣
会
社
か
ら
の
従
業
員
は

外
国
人
の
従
業
員
は

約
に
基
づ
き
労
働
者
を
派
遣
し
、報
酬
を
支
払
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、雇
用
関
係
は
派
遣
元
と
労
働
者
と
の
間
に
存
在
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　そ
の
た
め
、派
遣
労
働
者
に
被
保
険
者
資
格
が
あ
れ
ば
、加
入

手
続
き
は
派
遣
元
の
事
業
主
が
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　適
用
事
業
所
で
適
法
に
常
時
使
用
さ
れ
て
い
る
外
国
人
も
、国
籍

を
問
わ
ず
健
康
保
険・厚
生
年
金
保
険
の
被
保
険
者
と
な
り
ま
す
。

◆
詳
し
く
は
、お
近
く
の
年
金
事
務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

パート･派遣･外国人従業員の
皆さまも健康保険･厚生年金保険の

加入者となります。
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国
民
年
金・厚
生
年
金
な
ど
の
老

齢
お
よ
び
退
職
を
支
給
事
由
と
す
る

年
金
は
所
得
税
法
に
よ
り
雑
所
得
と

な
り
、支
払
年
金
額
が
一
五
八
万
円

以
上（
六
十
五
歳
未
満
の
人
は一
〇
八

万
円
以
上
）の
場
合
は
所
得
税
が
か

か
り
ま
す
。

　
所
得
税
に
は
各
種
の
控
除
が
あ
り

該
当
す
る
方
は「
扶
養
親
族
等
申
告

書
」を
提
出
し
控
除
を
受
け
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。各
種
控
除
は
次
の
と

お
り
で
す
。

①
公
的
年
金
等
控
除
お
よ
び
基
礎

控
除
相
当

②
配
偶
者
控
除
相
当

③
扶
養
控
除

④
障
害
者
控
除

⑤
寡
婦
控
除
ま
た
は
寡
夫
控
除

復
興
特
別
所
得
税

　
平
成
二
十
五
年
一
月
一
日
か
ら
平

成
四
十
九
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

の
間
に
生
じ
る
所
得
に
つ
い
て
、
源

泉
所
得
税
を
徴
収
す
る
際
、
併
せ
て

二
・
一
％
相
当
額
の
復
興
特
別
所
得

税
が
源
泉
徴
収
さ
れ
ま
す
。

　
公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
が
四

〇
〇
万
円
以
下
で
、か
つ
、公
的
年
金

等
に
か
か
る
雑
所
得
以
外
の
所
得
金

額
が
二
〇
万
円
以
下
の
場
合
な
ど

は
、確
定
申
告
書
の
提
出
が
不
要
と

な
り
ま
す
が
、次
の
よ
う
な
方
は
確

定
申
告
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

①
扶
養
親
族
等
申
告
書
を
提
出
し
な

か
っ
た
り
、提
出
し
た
後
に
扶
養

親
族
等
の
人
数
に
変
更
が
あ
る
方

②
年
金
以
外
に
収
入（
給
与
等
）が
あ
る
方

③
他
の
公
的
年
金
の
支
払
い
を
受
け

て
い
る
方

④
生
命
保
険
料
控
除
、社
会
保
険
料

控
除
、医
療
費
控
除
な
ど
を
受
け

よ
う
と
す
る
方

に
お
電
話
を
い
た
だ
け
れ
ば
、源
泉
徴
収
票
を
再

交
付
し
、ご
本
人
宛
に
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

　
お
電
話
を
い
た
だ
い
て
か
ら
源
泉
徴
収
票

を
送
付
す
る
ま
で
、通
常
二
週
間
程
度
か
か
り

ま
す
。お
急
ぎ
の
場
合
は
、お
近
く
の
年
金
事

務
所
又
は
街
角
の
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー
に
来
訪

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
ご
本
人
が
来
訪
さ
れ
る
場
合
は
、年
金
証
書

等
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
他
の
方
が
来
訪
さ
れ
る
場
合
に
は
、交

付
申
請
さ
れ
る
方
の
基
礎
年
金
番
号
が
確
認
で

き
る
書
類（
年
金
証
書
な
ど
）の
ほ
か
に
、委
任

状
、依
頼
さ
れ
た
方
の
本
人
確
認
が
で
き
る
も

の（
運
転
免
許
証
な
ど
）を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
他
に
窓
口
交
付
を
行
う
場
合
は
、交
付

物
の
搾
取
を
防
止
す
る
た
め
、
顔
写
真
に
よ

り
本
人
ま
た
は
代
理
人
（
受
任
者
）
と
確
認

が
で
き
る
も
の
の
提
示
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、障
害
年
金
、遺
族
年
金
に
つい
て
は
課

税
の
対
象
と
な
って
い
な
い
た
め
、源
泉
徴
収
票

の
発
行
は
行
って
い
ま
せ
ん
。

　
　
　
源
泉
徴
収
票
は
ど
の
よ
う
な
と
き  

　
　
　
に
使
う
の
で
す
か
？

　
　
　
源
泉
徴
収
票
は
、老
齢
の
年
金
を
受

　
　
　
け
て
い
る
方
に
、昨
年
中
に
支
払
っ
た

年
金
の
総
額
や
年
金
か
ら
差
し
引
い
た
所
得

税
な
ど
を
お
知
ら
せ
す
る
も
の
で
す
。税
金
の

確
定
申
告
や
還
付
請
求
を
す
る
と
き
に
は
、こ

の
源
泉
徴
収
票
を
税
務
署
に
提
出
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
　
　
二
月
に
な
って
も
源
泉
徴
収
票
が
届
か

　
　
　
な
い
と
き
は
？

 

源
泉
徴
収
票
を
紛
失
し
た
、又
は
確
定
申
告

で
使
っ
た
後
、再
び
必
要
に
な
っ
た
と
き
は
？

　
　
　
老
齢
の
年
金
を
受
け
て
い
る
方
に
は
、

　
　
　
今
年
は
一
月
十
四
日
に
日
本
年
金
機

構
か
ら
源
泉
徴
収
票
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

　
源
泉
徴
収
票
が
送
付
さ
れ
な
い
場
合
は
、ね
ん

き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
（
０
５
７
０ｰ

０
５ｰ

１
１
６
５
）

QQQQ AAAA

Q A&

◆
詳
し
く
は
、お
近
く
の
年
金
事
務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
確
定
申
告
は
二
月
十
六
日
か
ら
三

月
十
六
日
ま
で
の
間
に
住
所
地
を
所

管
す
る
税
務
署
等
で
行
い
ま
す
。必

要
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
源
泉
徴
収
票（
日
本
年
金
機
構
か

ら
交
付
さ
れ
た
も
の
）

※

前
記
以
外
の
年
金
収
入
や
給
与

収
入
が
あ
る
人
は
、そ
れ
ら
の
源

泉
徴
収
票
も
必
要
で
す
。

②
生
命
保
険
料
控
除
や
医
療
費
控

除
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
は
、

そ
の
証
明
書
や
領
収
書

③
確
定
申
告
の
用
紙（
税
務
署
に
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
）

④
印
鑑

※

詳
し
い
こ
と
は
税
務
署
に
お
た
ず

ね
く
だ
さ
い
。

源泉徴収票

年
金
収
入
は

雑
所
得

年
金
収
入
は

雑
所
得

確
定
申
告
が

必
要
な
方
は

確
定
申
告
が

必
要
な
方
は

確
定
申
告
の

提
出
は

確
定
申
告
の

提
出
は

年金税金
と
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納め⽅も選べて便利！
①⾦融機関、郵便局、コンビニの窓⼝、ATMでの納付
　⽇本年⾦機構からお送りしている納付書を使って、各窓⼝で納める⽅法です。

②電子納付
　インターネットバンキング、モバイルバンキング、テレフォンバンキングで納める⽅法です。

③⼝座振替
　⼝座振替で納めると手間がかからず、納め忘れを防ぐことができます。

④クレジットカード納付
　クレジットカードにより定期的に納める⽅法です。

　＊過去の納め忘れの保険料については、①または②の⽅法をご利⽤ください。

保険料が割引されてお得！
●まとめて前払い（前納）すると、保険料が割引されます。

　　　例）⼝座振替をご利⽤いただいた場合、平成26年度保険料額で

　　　　　２年前納⇒２年で14,800円の割引

　　　　　１年前納⇒１年で　3,840円の割引　となります。

　　　　　　参考：平成26年度における１カ⽉の国⺠年⾦保険料額15,250円

国⺠年⾦は終⾝保障などの利点があります！

国民年金 民間の個人年金

加 入 ・国⺠の義務として⽇本に居住する20歳～
60歳のすべての人が加入 ・個人が自由意思で加入

給 付 の 特 徴

・物価の上昇などに合わせて給付額が引き
上げられ、将来に渡って実質的な価値を
保障

・給付は終⾝、⼀定限度額で非課税

・自分が積み⽴てた保険料およびその運用
益の範囲で給付

・基本的には給付は有期、課税対象

給 付 の 種 類 ・⽼齢、障害、死亡（遺族）の全てをカバー ・各個人が選択した種類のリスクをカバー

運 営
・国により運営されており、基礎年⾦⽀給
額１/ ２と運営事務に要する費用の多く
を国が負担

・⺠間の保険会社が加入者から集めた保険料
により、自社の経営に必要な諸経費も含め
て運営

負 担 の 減 免
・⽀払った保険料の全額が、所得から控除
・生活が苦しい場合には、⼀定の条件で保
険料を免除

・⽀払った保険料は、⼀定額まで所得から控除
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国⺠年⾦は
あなたの味方です！

⽇本国内にお住まいの20歳以上60歳未満の⽅には、「国⺠年⾦に加入して保険料を納め
ること」が法律で義務付けられています。「年⾦なんて…」と思われるかもしれませんが、
国⺠年⾦は、⽼後だけでなく、“安心”で“お得”な現役世代の強い味方です。

▶国⺠年⾦が“安心” な理由

国⺠年⾦は国が運営！
　　●国が責任をもって運営しているので、安心です。

　　●基礎年⾦⽀給額の２分の１は、国が負担しています。

　　　（未納のままですと、この国庫負担分も含めて受給できません。）

▶国⺠年⾦が“お得” な理由

■⽼後を⽀える終⾝保障です！
●⽼後の給付（⽼齢基礎年⾦）は、終⾝で受け取れる一生涯の保障です。

■万が一の時も保障されます！
●けがや病気などが原因で⼀定の障害が残ったときには「障害基礎年⾦」が、死亡したとき

には、残された家族に「遺族基礎年⾦」が⽀給されるなど、現役世代の保障も充実してい

ます。

■社会保険料控除が受けられます！
●納めた保険料の全額が所得から控除されます。

■年⾦を受け取る条件が緩和されます！
●保険料を40年納めることが原則ですが、万が⼀、納めることができなかった場合でも、

25年あれば必要な期間※を満たすことができます。

　さらに、この期間は将来10年に短縮されることとなっています。

　　※ ⽼後の年⾦を受け取るのに必要な期間（納付や免除等の期間）です。日本年金機構ホームページ　http://www.nenkin.go.jp/

日本年金機構
Japan Pension Service

日本年金機構
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お問い合わせ先
協会けんぽ　茨城

http://www.kyoukaikenpo.or.jp/shibu/ibaraki

☎029-303-1500（代表）

平成27年度の保険料率は４月分＊から変更となる見通しです
　衆議院の解散に伴い政府予算案の閣議決定が遅れたことから、平成27年度の健康保険料率なら
びに介護保険料率の決定も遅れています。このため、保険料率が変更となる場合、例年より１カ
⽉遅れの４⽉分（５⽉納付分）＊から変更となる見通しです。
　保険料率の改定時期が例年とは異なることとなりますが、加入者・事業主の皆さまにおかれま
しては、ご理解・ご協力くださいますようお願い申し上げます。
　なお、平成27年度の健康保険料率、介護保険料率は、２⽉下旬から３⽉上旬頃に決定する予定で
す。決定次第、保険料額表を協会けんぽのホームページに掲載し、３⽉の納入告知書にも同封します。
　　＊任意継続被保険者の⽅は５⽉分（５⽉納付分）から変更となる見通しです。

　ご退職後の健康保険には、「協会けんぽの任意継続」、「国⺠健康保険」、「ご家族の健康保険（被扶養者）」の
３つの加入先があります。毎⽉納める保険料などを比較のうえ、選択した加入先へお手続きください。

退職後の健康保険加入のご案内

加 入 先 協会けんぽの任意継続 国民健康保険 ご家族の健康保険
（被扶養者）

手続き先 お住まいの都道府県の協会けんぽ⽀部 お住まいの市区町村 ご家族の勤務先

加入条件

・退職⽇までに被保険者期間が継続して
２ヵ月以上あること。
・退職日の翌日から20日以内に手続きす
ること。

お住まいの市区町村の国⺠
健康保険担当課にお問い合
わせください。

ご家族の勤務先にお問い
合わせください。

保 険 料

保険料は、退職前に控除されていた保険
料を２倍した額になります。
※保険料には上限があります
※保険料は原則２年間変わりません
　詳細は、HPをご覧いただくか協会けんぽへ
お問い合わせください。

・保険料は、加入する世帯
の人数や、前年の所得など
によって決まります。
・離職理由により保険料の
減免制度があります。

被扶養者の保険料負担は
ありません。

協会けんぽの任意継続に加入された場合

被保険者
期間

■最長で２年間です。
途中で「国民健康保険に加入する」または「健康保険の被扶養者になる」という理由で
任意継続をやめることはできません。

ただし、被保険者が次のいずれかの事由に該当するときは資格を喪失します。
・被保険者が就職して他の健康保険の被保険者資格を取得したとき	 ・保険料を納付期限までに納付しなかったとき
・被保険者が後期高齢者医療制度の被保険者資格を取得したとき	 ・被保険者が亡くなったとき

保険給付

■医療機関等での窓⼝負担は、在職中と同様の負担割合です。
■在職中と同様の給付⾦（傷病手当⾦および出産手当⾦を除く）を原則受けることができます。
　※資格喪失後に傷病手当⾦及び出産手当⾦の継続給付を受けるには、在職中からの継続給付要件
を満たす必要があります。（任意継続に加入しているかどうかは、要件とされていません。）

健康診断
の補助 ■健康診断の補助は、ご本人、ご家族とも在職中と同様です。

資格取得申出書は、ホームページからダウンロードできます。もしくは協会けんぽから郵送します。
被扶養者となる⽅がいる場合には、資格取得申出書の他に添付書類が必要になります。

協会けんぽ茨城支部からのお知らせ


